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ご説明資料

敦賀発電所１，２号機の現況について

２０２４年５月２２日

日本原子力発電株式会社

本資料には、日本原子力発電株式会社またはその他の企業の秘密
情報を含んでおります。当社の許可なく本資料の複製物を作成す
ること、本資料の内容を本来の目的以外に使用すること等の行為
を禁止します。
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本日のご説明内容

敦賀発電所の運営状況について
（１）敦賀発電所の概要について
（２）敦賀発電所１号機の廃止措置状況について
（３）敦賀発電所２号機の運営状況について
（４）敦賀発電所の主な公表等について

目的外使用・複製等禁止 日本原子力発電株式会社
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1987年 2月 営業運転開始
日本初の110kW級
国産改良標準型軽⽔炉

2011年 5月 原子炉手動停止
2015年11月 新規制基準に係る原子炉設置変更

許可申請

〇敦賀発電所１号機 【定格電気出⼒︓35.7万kW】

〇敦賀発電所２号機 【定格電気出⼒︓116万kW】

〇敦賀発電所３，４号機 【定格電気出⼒︓153.8万kW × 2基】

1970年 3月 営業運転開始
日本初の商業用軽⽔炉
大阪で開催された万国博覧会に送電

2015年 4月 営業運転終了
2017年 5月 廃止措置着手

2004年 3月 原子炉設置変更許可申請
日本初の改良型PWR

2004年 7月 建設準備工事開始
2010年 3月 建設予定地敷地造成終了

設 備 概 要
型式︓沸騰⽔型(BWR)
燃料︓低濃縮ウラン(約52ton)

濃縮度 3.7wt%
販売先︓関⻄、中部、北陸

設 備 概 要
型式︓加圧⽔型(PWR)
燃料︓低濃縮ウラン(約89ton)

濃縮度 4.1wt%
販売先︓関⻄、中部、北陸

設 備 概 要
型式︓改良型PWR(APWR)
販売先︓関⻄、中部、北陸

（予定）

（１）敦賀発電所の概要について
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○敦賀発電所１号機 廃止措置計画について
敦賀発電所１号機の廃止措置工程は、３段階に分け２４年をかけて⾏い、放射能レベルの
低い領域から解体を開始します。特に放射能レベルの⾼い原子炉本体等の領域は、放射能が時
間と共に弱くなる性質を利用し、放射能レベルが下がってから解体を⾏います。
具体的には、原子炉建屋内から燃料を搬出後、原子炉本体の解体を⾏い、その後建屋を解体
し更地にします。

（２）敦賀発電所１号機の廃止措置状況について

核燃料物質の搬出（新燃料︓加工ﾒｰｶｰへ）
（使⽤済燃料:２号機へ）

原子炉建屋・ﾀｰﾋﾞﾝ建屋内設備解体撤去

原子炉圧⼒容器等の解体撤去
原子炉建屋・ﾀｰﾋﾞﾝ建屋内設備
解体撤去（継続）

管理区域の解除
原子炉建屋・ﾀｰﾋﾞﾝ建屋
解体撤去

原子炉建屋

原子炉
圧⼒容器

原子炉格納容器

使用済燃料
プール（ラック）

核燃料物質
の搬出

換気空調設備

補機冷却⽔設備

タービン 発電機

復⽔器

圧⼒抑制プール

タービン建屋

主な解体範囲

原子炉建屋

タービン建屋
原子炉格納容器

使用済燃料
プール

原子炉
圧⼒容器

換気空調設備

主な解体範囲 主な解体範囲

原子炉建屋

タービン建屋

原子炉本体等解体準備期間
【９年間】

原子炉本体等解体期間
【９年間】

建屋等解体期間
【６年間】
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【液体毒物注入タンク】

1号機構内全体図

【液体毒物注入ポンプ】

解体対象施設の範囲

【主な解体対象設備】
・液体毒物注入系タンク
・液体毒物注入系ポンプ
・液体毒物注入系テストタンク

1号機

【液体毒物注入テストタンク】

（２）敦賀発電所１号機の廃止措置状況について

 ２０２３年度︓液体毒物注入系※解体工事を実施
期間︓２０２３年１２月１日〜２０２４年３月２２日

※液体毒物注入系とは、何らかの理由で制御棒が挿入不能
となり、原子炉の冷温停止ができない場合に、液体毒物（
五ホウ酸ナトリウム溶液）を炉心底部から注入して負の反
応度を与え、原子炉を冷温停止にするための設備。
全制御棒が動かなくなった場合でも原子炉を冷温停止する
ことができる。

解体前 解体後

解体前 解体後

解体前 解体後
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圧縮減容仕分、容器収納 充填固化処理

圧縮減容装置

目的外使用・複製等禁止 日本原子力発電株式会社

（２）敦賀発電所１号機の廃止措置状況について

 廃止措置工事等に伴い発生した放射性廃棄物を圧縮減容する装置（圧縮減容装置）の設置
工事を実施し、処理を⾏っている。

設置場所︓2021年10月に解体が完了したタービン補機冷却系熱交換器の跡地

【２０２４年度計画】
放射性廃棄物を収納したドラム缶を２０２４年度計画では約６００本を圧縮減容予定

性能 ：圧縮力300ｔ、放射性廃棄物を収納したドラム缶を３方向から圧縮し、約1/3に減容
主要寸法（たて×横×高さ）：約3,550㎜×約1,900㎜×約945㎜
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（３）敦賀発電所２号機の運営状況について

当社は、社内の審査体制の強化とともに、電⼒会社等からの更なるご⽀援、ご協⼒を得て、敦賀発電所２号機の設置変更許可申請書
の品質確保に取り組み、今後の審査に真摯に対応してまいります。

目的外使用・複製等禁止 日本原子力発電株式会社
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敦賀発電所２号機は第１８回定期検査中において、２月２６日１７時２７分頃、原子炉補機冷却海⽔系Ｂ系のマン
ホールフランジ部のボルトをゆるめるべきところ、誤ってＡ系のマンホールフランジ部（以下、「当該フランジ部」という。）のボルトを
ゆるめたことから、当該フランジ部からの海⽔の漏れを確認しました。

当該フランジ部を点検する必要があることから、Ａディーゼル発電機の冷却⽔として必要な 原子炉補機冷却海⽔系Ａ系を停
止するため、Ａディーゼル発電機を待機除外としました。現在、 Ｂディーゼル発電機は点検中のため待機除外となっていること
から、同日１９時１１分に保安 規定の運転上の制限※を満足していない状態にあると判断しました。

その後、当該フランジ部を点検するとともに、原子炉補機冷却海⽔系Ａ系の復旧を⾏い、異常がないことを確認したことから、
Ａディーゼル発電機を待機状態としました。 これにより、本日１１時０３分に保安規定の運転上の制限を満足する状態に復
帰しました。

プラントの状況に異常はなく、本事象による環境への放射能の影響はありません。

（４）敦賀発電所の主な公表について

○敦賀発電所２号機 運転上の制限の逸脱からの復帰について
（２０２４年２⽉２６日、２⽉２９日公表）

目的外使用・複製等禁止 日本原子力発電株式会社
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原子炉補機冷却海⽔系Ｂ系の点検に係る作業計画等について調査した結果、２日間で４箇所のマンホールの開放を⾏う計
画としていました。また、作業監督は、作業班⻑等に対して作業初日に開放するマンホール２箇所の場所を指⽰していました。

作業班⻑は、作業監督不在時の監督権限を有しており、翌日分の作業を前倒しで実施してよいと認識していたため、作業初
日の２箇所の開放後、残りの２箇所を前倒しで開放することを判断しました。しかし、それらのマンホールの場所を把握しておら
ず、作業箇所近傍にあったＡ系のマンホールをＢ系と誤認し、フランジ部のボルトをゆるめたことから海⽔が漏れ出しました。

対策として、本事象を踏まえて各協⼒会社に対し、当日予定されていない作業は実施しないこと、および監督権限を有する作
業班⻑は、作業前に点検対象機器を確認することを注意喚起するとともに、これらを社内規程に反映してまいります。

（４）敦賀発電所の主な公表について

○敦賀発電所２号機 運転上の制限の逸脱について（原因・対策）
（２０２４年４⽉４日公表）

目的外使用・複製等禁止 日本原子力発電株式会社
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（４）敦賀発電所の主な公表について

○敦賀発電所１号機 タービン建屋ファンルーム内での火災について
（２０２４年２⽉８日公表）

目的外使用・複製等禁止 日本原子力発電株式会社

２０２４年２月８日６時１２分、敦賀発電所１号機のタービン建屋２階（管理区域）のファンルーム
内において、火災報知器が動作しました。当社社員が現場を確認したところ、同ファンルーム内に設置されて
いる原子炉建屋主排気ファンＢの軸受部より発煙および火花を確認しました。このため、６時３８分に当
社社員が当該ファンを停止し、発煙および火花が停止したことを確認しました。
当社社員が同６時２１分に公設消防へ通報し、公設消防による現場確認の結果、７時３４分に火災
および鎮火を確認し、その旨を９時４０分に公設消防より連絡を受けました。
なお、本件による敦賀発電所の他施設への影響はありません。また、人身災害の発生はなく、周辺環境へ
の放射能の影響もありません。
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（４）敦賀発電所の主な公表について

○敦賀発電所１号機 タービン建屋ファンルーム内での火災について（原因・対策）
（２０２４年３⽉１日公表）

目的外使用・複製等禁止 日本原子力発電株式会社

原因調査の結果、当該ファンには原子炉建屋主排気ファンＡ(以下、「ファンＡ」という。)のために製作した
主軸と軸受固定ナット（以下、「固定ナット」という。）が取り付けられていたため、ファン回転方向と同一方
向に固定ナットが締付けられており、固定ナットがゆるみやすい状態※であったことを確認しました。
このため、当該ファンの運転に伴い、固定ナットのゆるみが発生して軸受が損傷し、主軸の振れが増加したこ
とで軸受箱フタと接触して発煙・火花が発生したと推定しました。
対策として、当該ファンとファンＡの主軸および固定ナットを新品に取替え、ゆるまない方向に固定ナットを締
付けます。なお、現在、ファンＡについては固定ナットのゆるみ止め等を⾏った状態で運転しております。

※ファンＡ︓反時計回り、ファンＢ︓時計回り。固定ナットについてはゆるみ防止のため、ファン回転方向に対して逆方向に締付ける。
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2024年3月23日（土）8時31分頃、岐⾩県美濃中⻄部を震源とする福井県内震度2（敦賀市震度
2）の地震が発生しましたが、この地震による敦賀発電所の施設への影響はありませんでした。

（４）敦賀発電所の主な公表について

○岐⾩県美濃中⻄部を震源とする地震による施設への影響について
（２０２４年３⽉２５日公表）

目的外使用・複製等禁止 日本原子力発電株式会社
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敦賀発電所１号機（沸騰⽔型軽⽔炉︓２０１７年４月１９日 〜 廃止措置中）は、２０２４年３月２７日から
約１年間の予定で第６回定期事業者検査を実施します。
定期事業者検査を実施する施設は次のとおりです。
原子炉本体 核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設 放射性廃棄物の廃棄施設
放射線管理施設 原子炉格納施設 その他原子炉の附属施設 その他主要設備

（４）敦賀発電所の主な公表について

○敦賀発電所１号機 第６回定期事業者検査の開始について
（２０２４年３⽉２６日公表）

目的外使用・複製等禁止 日本原子力発電株式会社


